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YCU 長期留学プログラム 派遣学生報告書 

氏 名 MS 学部・学科 国際商学部・国際商学科 

学 年 3 派遣国 台湾 

派遣大学 長庚大学  

期 間 2025 年  9 月  1 日～ 2026 年  6 月  26 日 

 

【生活編】 

１．滞在先 

滞在形態 学内の学生寮 ／ 学外の学生寮 ／ アパート ／ その他（         ） 

部屋 個室 ／ 2 人部屋 ／ ３人部屋 ／ その他（         ） 

設備 

*共同＝◎ 部屋にあるもの＝○ 

トイレ 〇 シャワー 〇 洗面所 〇 

キッチン ◎ 冷暖房 〇 冷蔵庫  

滞在費 約（     ０     ）円  *1 ヶ月あたりの寮費や家賃 

移動 （    徒歩    ）で、約（ 10 ）分  *大学までの所要時間と移動方法 

転居した場合は、上記表をコピーして滞在先２の内容を追加してください。 

２．日常生活 

（１）1 ヶ月の生活費 

項 目 金 額 内 訳 

食費 30,000 円 大学 1 食 500 円程度 

学用品購入費 円  

交通費 5,000 円 大学から台北駅まで約 400 円 

交際費 50,000 円 観光やアクティビティ代 

その他 2,000 円 洗濯やティッシュなどの生活用品代 

合計 87,000 円  *概算で記録してください。 

（２）治安状況・危険地域など 

治安は比較的良い方だと思います。しかし、台湾はバイク社会であるため道路を横断する際

などは普段以上に注意が必要です。 
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３．海外旅行損害保険について 

 

保険の名称 学研災付帯海学 ／ その他（             ） 

加入期間 （ 10 ）ヶ月間 保険料 （  114,380  ）円 

現地の国／大学指定の保険に加入した場合は、下記も記入してください。 

保険の名称  

加入期間 （   ）ヶ月間 保険料 （         ）円 

 

４．滞在都市についての情報  

滞在都市／町（   桃園    ） 

大学が位置する桃園市亀山区は、MRT を利用すれば台北市内まで乗り換えなしで約 30 分

と、アクセスに優れています。一方で、大学周辺には飲食店や商業施設があまり多くないた

め、買い物や外食の際にはバスや MRT を利用して移動することが多くなります。また、大

学は桃園市内でも新北市寄りに位置しているため、桃園市中心部へは MRT で直接アクセス

できず、バスなどを利用する必要があります。 
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【学業編】 

１．大学情報 

大学 長庚大学 所在地 
台灣桃園市觀龜山區文化一 

路 259 號 

最寄空港 桃園空港 空港からの距離 1 時間程度 

空港⇔大学 （ MRT 空港ターミナル→ MRT A7→ バス・徒歩・タクシー ） *移動手段 

学生数  留学生数  

学部 

医学部 

医学科 

漢方医学科 

理学療法学科/大学院 

作業療法学科/大学院 

看護学科/大学院 

呼吸介護学科 

生物医学科 

医学生物技術臨床検査学科 

医学影像及び放射科学科 

基礎医学研究所 

臨床医学研究所 

医学生物技術研究所 

天然薬物研究所 

健康回復科学研究所 

看護学研究所 

臨床行動科学研究所 

伝統漢方医学研究所 

口腔医学研究所 

 

工学部 

電機工学科/大学院 

機械工学科/大学院 

化学工業材料工学科/大学院 

電子工学科/大学院 

情報工学科/大学院 

光電工学研究所 

生態科学医療技術研究所 

医療機器工学研究所 

 

管理学部 
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医務管理学科/大学院 

情報管理学科/大学院 

工業デザイン学科/大学院 

工商業管理学科 

 

企業管理研究所/EMBA 

 

教養教育センター 

 

教育課程センター 

 

 

 

*留学先大学の保有する学部をすべて記載してください。 

学部/専攻 

管理学部 

工商管理學系 

*留学中に所属した学部/専攻を記載してください。 
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２．週間スケジュール 

① (        9 )月～(        12 )月 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

午前 

 Statistics   Big Data 

Application 

and 

Electronical 

Commerce 

午後 

 Accounting ChineseⅠ   

 

② (        2 )月～(        6 )月 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

午前 

 Engineering 

Economy 

 ChineseⅡ Data Science 

午後 

 Operations 

Research 

 Traveler’s 

English 

EnglishⅡ 
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３．履修内容 

 

科目 AccountingⅠ 

履修期間 前期 単位数 3 

授業内容／形態 

講義形式 

教科書と PPT に沿った授業 

IFRｓや会計について学ぶ 

成績 98 

YCU 振替予定 

科目 Introductory AccountingⅠ 

単位数 2 

担当教員 ブライソン スチュアート 

 

科目 Big Data Application and Electronical Commerce 

履修期間 前期 単位数 3 

授業内容／形態 

講義形式 

グループワーク有り 

PPT に沿った講義で、試験有り 

データの分析についての応用を学ぶ 

成績 90 

YCU 振替予定 

科目 Topics in Data Analysis 

単位数 2 

担当教員 御器谷 裕樹 

 

科目 Engineering Economy 

履修期間 後期 単位数 3 

授業内容／形態 

講義形式 

将来にフォーカスした工学経済学の原理と方法論を学ぶ 

試験とプレゼンテーション有り 

成績 88 

YCU 振替予定 

科目 特講(国際所学部留学科目) 

単位数 2 

担当教員  
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＜総括＞ 

（１）全体的な感想     *留学生活全体を通しての気づきや学びをまとめてください。（800 字以上） 

1 年間の台湾留学を通して、私は語学力だけでなく、考え方や行動面においても大きく成長

することができたと感じています。異文化の中で生活し、新しい環境に飛び込んだからこそ

得られた経験は、今後の人生においても大きな財産になると考えています。 

 

 まず、留学生活を通して異なる文化や価値観に触れることができたことは、私にとって非

常に貴重な経験でした。台湾で生活する中で、日本とは異なる食文化や生活習慣、大学での

学び方、人との接し方など、さまざまな違いを日常的に感じることができました。また、台

湾人だけでなく、世界各国から集まった留学生とも交流する機会が多くあり、それぞれの国

の文化や価値観について知ることができました。日本では当たり前だと思っていたことが

海外ではそうではないことや、自分とは異なる考え方に触れたことで、多様な価値観を受け

入れることの大切さを学びました。こうした経験は、日本で生活しているだけでは得ること

ができなかったものであり、留学をしたからこそ得られた大きな学びだと感じています。 

勉強面では、会計やデータ分析を英語で学ぶという新たな挑戦を経験しました。これまで

専門科目を英語で学んだ経験がなかったため、留学当初は講義の内容を理解するだけで精

一杯で、授業についていくことに苦労しました。しかし、授業を重ねるうちに徐々に英語で

学ぶことに慣れ、自分なりの予習・復習の方法や勉強法を工夫することができるようになり

ました。その結果、英語で専門知識を学ぶ力だけでなく、困難な状況でも試行錯誤しながら

乗り越える力を身につけることができたと感じています。 

また、中国語の学習も私にとって大きな成長につながりました。留学前は中国語をほとん

ど話すことができず、台湾に到着した当初は友達との会話はもちろん、買い物や飲食店での

注文など、日常生活のさまざまな場面で緊張していました。しかし、中国語の授業を受ける

だけでなく、自主学習にも積極的に取り組み、学んだ表現を友達との会話で実際に使った

り、LINE でのやり取りを中国語で行ったりするなど、アウトプットを意識して学習を続け

ました。その結果、帰国する頃には留学前とは比べものにならないほど中国語でコミュニケ

ーションを取れるようになり、自分自身の成長を強く実感することができました。 

この留学を通して私が最も学んだことは、主体的に行動することと、新しい価値観を受け

入れる柔軟性の重要性です。留学中には、大学が企画するスモールトリップやペイントボー

ルなどのイベント、現地の友達に勧めてもらったアクティビティなど、多くの新しいことに

挑戦する機会がありました。初めて経験することには不安や戸惑いもあり、自分には向いて

いないのではないかと思うこともありました。しかし、そのようなときこそ先入観だけで判

断せず、まずは挑戦してみることを意識しました。実際に行動してみることで、新しい楽し

さや自分でも気づかなかった興味、適性を発見できることが数多くありました。また、たと

え自分に合わなかった経験であっても、それを失敗ではなく新たな価値観との出会いとし

て受け入れることで、自分自身の視野を広げることができました。 

この 1 年間の留学生活は、語学力や専門知識を身につけるだけでなく、主体的に行動す

る力と、多様な価値観を受け入れる柔軟な姿勢を育ててくれました。異なる文化の中で多く

の人と出会い、新しいことに挑戦し続けた経験は、私に大きな自信を与えてくれました。今
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後も留学で得た経験を生かし、未知の環境や困難な状況にも積極的に挑戦し、多様な価値観

を尊重しながら成長し続けていきたいです。 
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（２）今後の展望  *この経験を今後どのように活かしていきたいかをまとめてください。（400 字以上） 

留学を通して培った積極性を生かし、今後もさまざまなことに挑戦しながら成長していき

たいと考えています。留学生活では、自分から行動することで新しい経験や学びを得ること

ができました。この経験を留学だけで終わらせるのではなく、今後の学生生活や将来にもつ

なげていきたいです。まず、中国語の資格試験に挑戦することです。留学中は授業だけでな

く自主学習にも取り組み、日常生活の中で積極的に中国語を使うことを意識してきました。

これまで学んできた成果を資格という目に見える形で残せるよう、合格に向けて継続的に

学習を進めていきたいと考えています。次に、英語と中国語の両方を活用できる人材になる

ことです。グローバル化が進む現在、英語だけでなく中国語を使えることは大きな強みにな

ると考えています。今後始まる就職活動では、留学で身につけた語学力や異文化理解を生か

し、海外と日本をつなぐ仕事や、国際的な環境で活躍できる職業を積極的に探していきたい

です。さらに、インターンシップなど、自分をさらに成長させることができる環境にも積極

的に挑戦したいと考えています。留学に行ったことで満足するのではなく、新しい環境に飛

び込み、自分の力を試し続けることで、より大きく成長していきたいです。留学で得た主体

性と挑戦する姿勢を忘れず、今後も多くの経験を積み重ねながら、自分自身の可能性を広げ

ていきたいと考えています。 

 

（３）後輩へのアドバイス *留学を希望する学生にむけてのアドバイスをお願いします。（400 字以上） 

これから留学を考えている学生や留学を控えている学生には、まず英語だけでなく中国語

の勉強にも力を入れることをお勧めします。台湾の大学では英語で開講されている授業も

ありますが、その数には限りがあります。そのため、留学前にできるだけ単位を修得してお

くことに加え、中国語のレベルを上げておくことで履修できる授業の選択肢が広がり、より

充実した留学生活につながると思います。また、中国語ができるようになると、授業だけで

なく日常生活や現地の学生との交流もより深いものになります。また、留学に応募するか迷

っていたり、留学前に不安を感じたりすることもあると思います。そのようなときは、一人

で悩みを抱え込まず、グローバル推進室や学生が運営する留学サポートなどを積極的に活

用することをお勧めします。実際には、自分と同じような不安を抱えている学生も多くいま

す。相談することで疑問や不安が解消され、安心して留学の準備を進めることができるはず

です。最後に、留学中は「迷ったらまず挑戦してみる」という気持ちを大切にしてほしいで

す。初めて経験することには不安がつきものですが、実際に挑戦してみると、思っていたよ

りもうまくいくことや、新しい発見があることがたくさんあります。失敗を恐れて行動しな

いよりも、挑戦した経験の方が自分を大きく成長させてくれます。ぜひ積極的にさまざまな

ことに挑戦し、多くの経験と思い出をつくり、実りある留学生活を送ってほしいと思いま

す！ 

 

 


